
 

令和５年３月１６日 

長崎県立大学 

 

長崎県立大学における入学試験問題の表記ミスについて（お詫び） 

 

 令和５年３月１２日（日）に実施した長崎県立大学看護栄養学部栄養

健康学科の令和５年度一般選抜（後期日程）の個別学力検査（化学基

礎・化学）において、表記ミスがありました。 

今回のミスにより受験者をはじめ関係者の皆様に多大なご迷惑をおか

けしましたことを心よりお詫び申し上げます。 

その内容及び本学の対応について以下のとおりとし、今後、出題内容

の点検を徹底し、再発防止に努めてまいります。 

 

１．表記ミスの内容 

  第４問［２］に記載している以下の用語は、現行の化学の教科書に

使用されていないことが判明しました。 

  【誤】カルボキシル基 

  【正】カルボキシ基 

  ※「カルボキシル基」は以前使用されていた用語であり、現在は

「カルボキシ基」が正式な用語です。 

  ※本件に関わる入学試験問題（一部抜粋）は、別添のとおりです。 

 

２．本学の対応 

  上記のミスにより、第４問の問５及び問８については、解答に影響

があると判断し、当該設問を全員正解としたうえで合否判定を行いま

す。 
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注意事項 

 

 

１ ． 試験開始の合図があるまで、 この問題冊子の中を見てはいけません。  

 

２ ． この問題冊子の最終ページは、 １ ０ ページです。  

試験開始後に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・ 乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、

手を挙げて監督者に知らせてく ださい。  

 

３ ． 解答用紙は、 ４ 枚あり ます。  

監督者の指示に従って、 解答用紙すべてに受験番号と 氏名を正しく 記入してく ださい。  

 

４ ． 解答は、 問題ごと に、 解答用紙の所定の欄に記入してく ださい。  

 

５ ． 問題冊子には白紙のページがあり ますので、 下書き用紙と して利用してく ださい。  

 

６ ． 問題冊子は持ち帰ってく ださい。  

 

 

 

 



 

 

第 4 問 次の[１ ]、 [２ ]に答えなさ い。  

 [１ ] 芳香族化合物に関する次の記述を読み、 問 1 から 問 4 に答えなさ い。  

 

    ベンゼンに適当な触媒下でプロ ペン(プロピレン)を反応さ せると 化合物 A が生成する。 得ら 

れた化合物 A を酸化したのち酸で分解すると フェノ ールと 化合物B が生成する。また、化合物

B は( ① )を酸化しても 得ら れる。 こ のフェノ ールを水酸化ナト リ ウムで中和し て得ら れる

( ② )の結晶に、 高温・ 高圧下で二酸化炭素を作用さ せると 化合物 C が生成し、 こ れに希硫

酸を作用さ せると サリ チル酸が合成さ れる。  

サリ チル酸にメ タノ ールと 濃硫酸を加えて加熱すると 外用塗布薬に用いら れる化合物D が 

   生成する。 実際に実験室でこ の合成反応を行う と 、 反応後の反応容器内には化合物 D と 未反応

のサリ チル酸、 メ タノ ールおよび濃硫酸等が混合し た溶液が得ら れる。 こ の混合溶液から 化合

物 D を取り 出すために、 混合溶液を冷却後、 すべてビーカーに移し 、 塩基性になるまで飽和の

( ③ )水溶液を加えたのち、 ビーカー内の溶液をすべて(a)ガラ ス器具 X に移し 、 さ ら に有機

溶媒を加え、 よく 振ってし ばら く 静置し ておく と 水層と 有機溶媒層に分離した。 こ の時、 生成

し た化合物 D は( ④ )層に含まれている。  

 また、 サリ チル酸に無水酢酸と 濃硫酸を加えて反応さ せると 、 解熱鎮痛剤に用いら れる化合

物 E が生成する。 解熱剤と し ては、 アニリ ンに無水酢酸を作用さ せて得ら れる( ⑤ )も かつ

ては使用さ れていたが、現在はその誘導体である(b)アセト アミ ノ フェン(pʷ アセト アミ ド フェ

ノ ール)が用いら れている。  

 

 問 1 文中の空欄( ① )～ ( ⑤ )に適する語句、 物質名等を答えなさ い。 ただし 、 ( ④ )に

は「 水」 も し く は「 有機溶媒」 のいずれかの語句を答えなさ い。  

 

 問 2 文中の下線部(a)ガラ ス器具 X と し て最も 適するも のを次の(ア)～(オ)よ り 選び、 その符号を

答えなさ い。  

(ア)  ホールピペッ ト       (イ )  ビュレッ ト        (ウ )  リ ービッ ヒ 冷却器 

      (エ)  キッ プの装置      (オ)  分液ロ ート      

 

 問 3 化合物 A～E をそれぞれ構造式で記し なさ い。  

 

 問 4 文中の下線部(b)「 アセト アミ ノ フェン(pʷ アセト アミ ド フェノ ール)」 は、 ( ⑤ )のも つ官 

能基の p(パラ )の位置にヒ ド ロ キシ基が結合し た構造の化合物である。 こ の化合物の構造式を 

記し なさ い。  
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[２ ] アミ ノ 酸と ペプチド に関する次の記述を読み、 問 5 から 問 8 に答えなさ い。  

 

   アミ ノ 酸のう ち、 最も 簡単な構造をし ているグリ シン、 ベンゼン環をも つチロシン、 硫黄原子

を含むシステイン、 カルボキシル基を 2 つも つグルタミ ン酸、 こ の 4 つのアミ ノ 酸が 1 つずつ直

鎖状に結合し たテト ラ ペプチド X がある。こ のテト ラ ペプチド X の構造を決定するために次の操

作①～④を行った。  

   操作①： テト ラ ペプチド X に酸性アミ ノ 酸のカルボキシル基で形成さ れるペプチド 結合のみを 

       加水分解する酵素を作用さ せたと こ ろ、 不斉炭素原子をも たないアミ ノ 酸と 化合物 A   

       が生成した。  

   操作②： 化合物 A に水酸化ナト リ ウム水溶液と 硫酸銅(Ⅱ)水溶液を加えたと こ ろ、 赤紫色を呈 

し た。  

   操作③： 化合物 A のペプチド 結合を部分的に加水分解し たと こ ろ、 ジペプチド B と ジペプチド    

       C の 2 種類が得ら れた。  

   操作④： ジペプチド B に濃硝酸を加えて加熱したと こ ろ黄色沈殿を生じ た。 冷却後、 アンモニ

ア水を加えて塩基性にすると 橙黄色になった。 ジペプチド C では同様の反応は起きな 

かった。  

    

 問 5 操作①の下線部について、 アラ ニンの異性体で、 カルボキシル基と アミ ノ 基をも ち不斉炭素 

原子をも たないアミ ノ 酸の構造式を記し なさ い。  

 

 問 6 操作②の反応の反応名を答えなさ い。  

 

 問 7 操作④の呈色反応はジペプチド B がも つある構造を確認し ている。 その構造の名称を記し な

さ い。  

 

 問 8 テト ラ ペプチド X のアミ ノ 酸の配列を、 解答欄に左側を N 末端(ペプチド 結合に関与し てい 

ないアミ ノ 基)と し て答えなさ い。 ただし、 それぞれのアミ ノ 酸は次に示す( )内の略記号を用 

い、 下の例になら って答えなさ い。  

     〔 略記号〕  グリ シン(Gly)、 チロシン(Tyr)、 システイン(Cys)、 グルタミ ン酸(Glu)   

          〔 例〕   N 末端  (Gly)ʷ (Tyr)ʷ (Cys) ʷ (Glu) 
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